
続
、
泊
船
本
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
表
記
特
性

－
　
芭
蕉
晩
年
執
筆
の
痕
跡
に
つ
い
て
　
－

「
泊
船
木
」
　
の
用
字
特
性
は
、
き
「
支
・
幾
」
以
下
、
六
種

十
五
字
の
仮
名
に
集
約
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
六
種
十

五
字
の
仮
名
の
中
に
は
、
け
「
介
・
遣
・
計
」
、
す
「
春
・

寸
・
須
」
、
の
「
乃
・
農
・
能
」
、
ほ
「
保
・
本
」
、
み
「
ミ
・

美
」
と
い
う
芭
蕉
の
用
字
特
性
、
五
種
十
三
字
が
含
ま
れ
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
五
種
十
三
字
の
仮
名
が
主
要
文
字
と
な
る

テ
キ
ス
ト
は
、
芭
蕉
最
晩
年
の
作
品
に
限
ら
れ
る
。

一

は

じ

め

に

読
者
の
読
み
易
さ
を
重
ん
じ
た
版
本
「
泊
船
木
」
は
、
少
な
く
と
も
表
記
の

点
で
、
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
諸
本
中
、
も
っ
と
も
整
理
さ
れ
た
本
文
で
あ
る
。

仮
名
に
よ
る
叛
義
語
の
書
き
分
け
、
活
用
語
尾
の
書
き
分
け
、
誤
読
さ
れ
が
ち

な
訓
漢
字
の
仮
名
書
き
、
片
仮
名
を
用
い
た
送
り
仮
名
の
追
加
に
加
え
て
、
一

濱
　
　
森
　
太
　
郎

仮
名
一
字
母
に
似
た
合
理
的
な
文
字
遣
い
の
努
力
も
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
こ
の

（
車
⊥

た
め
、
そ
れ
ら
の
集
中
字
母
が
総
仮
名
字
数
に
占
め
る
割
合
は
六
四
％
に
達
し

て
い
る
が
、
こ
の
数
値
は
、
初
稿
本
（
天
理
本
）
の
二
倍
を
越
え
、
定
稿
本
一

（
画
巻
本
）
を
八
％
し
の
ぐ
数
値
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の
集
約
的
な
文
字
遺
　
3
1

い
の
反
面
に
生
ず
る
運
筆
の
単
調
さ
は
、
紙
面
の
要
所
に
極
微
量
、
装
飾
性
の
ー

高
い
仮
名
字
母
を
配
置
す
る
こ
と
で
補
正
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
系
統
的
な
用
字
意
識
と
は
別
に
、
「
泊
船
本
」
　
に
は
「
泊
船

本
」
で
急
増
す
る
十
五
字
の
仮
名
が
あ
っ
た
。
き
「
支
・
幾
」
、
け
「
介
・
迫
・

計
」
、
す
「
春
・
寸
・
須
」
、
の
「
乃
・
農
・
能
」
、
ほ
「
保
・
本
」
、
み
「
ミ
・

美
」
の
六
種
十
五
字
が
そ
れ
で
あ
る
（
以
下
、
字
体
を
異
に
す
る
同
一
の
仮
名

は
仮
名
字
母
で
区
別
す
る
）
。

本
稿
は
、
こ
の
「
泊
船
本
」
の
六
種
十
五
字
に
焦
点
を
絞
り
、
「
松
尾
芭
蕉

文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
用
い
て
芭
蕉
の
他
の
作
品
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
こ

の
用
字
法
が
芭
蕉
の
い
つ
頃
の
用
字
法
に
近
似
す
る
か
を
検
証
し
、
合
わ
せ
て



「
泊
船
木
」
　
の
執
筆
時
期
を
推
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
「
泊
船
本
」
の
漢
字
・
仮
名
表
記
の
特
徴

「
天
理
本
」
か
ら
「
画
巻
本
」
に
至
る
推
敲
過
程
に
生
じ
た
『
野
ざ
ら
し
紀

行
』
の
表
記
の
変
化
が
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
論
考
の
発
端
で
あ
る
。
こ
の
変
化

の
背
後
に
は
、
字
体
を
統
一
し
、
読
み
易
く
書
き
易
い
テ
キ
ス
ト
を
制
作
し
ょ

う
と
す
る
芭
蕉
の
啓
蒙
的
な
表
記
意
識
が
働
い
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
表
記
意

識
は
文
学
作
品
を
メ
デ
ィ
ア
と
見
、
メ
デ
ィ
ア
に
適
し
た
合
理
的
な
表
現
を
追
求

す
る
松
尾
芭
蕉
の
新
側
面
を
暗
示
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
表
記
意
識
の
最

初
の
産
物
で
あ
る
「
画
巻
本
」
　
（
和
田
御
雲
氏
蔵
）
　
の
用
字
は
、
行
頭
・
行
末

か
ら
単
語
・
活
用
・
文
脈
の
要
所
に
至
る
ま
で
、
精
細
な
秩
序
に
満
ち
て
い
る
。

し
か
し
、
仮
名
字
母
を
極
力
統
一
し
た
「
画
巻
本
」
　
に
は
意
外
な
欠
点
が
あ
っ

た
。
字
体
を
統
一
し
た
結
果
、
筆
跡
に
華
毘
さ
が
消
え
、
い
わ
ば
書
芸
的
魅
力

に
欠
け
る
作
品
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
絵
を
「
主
」
、
詞
書
を
「
従
」
と
す

る
画
巻
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
は
、
そ
れ
な
り
に
合
理
的
な
書
法
で
も
、
絵
の
な

い
巻
子
本
に
置
き
換
え
る
と
、
単
純
す
ぎ
て
、
も
の
寂
し
い
書
法
に
見
え
る
。

で
は
、
芭
蕉
の
啓
蒙
音
等
心
を
生
か
し
っ
つ
、
美
術
品
と
し
て
成
熟
し
た
テ
キ
ス

ト
は
ど
の
よ
入
ノ
に
書
か
れ
る
べ
き
か
。

そ
こ
で
改
め
て
同
『
紀
行
』
の
諸
本
を
点
検
す
る
と
、
そ
の
答
え
の
一
つ
は
、

松
尾
芭
蕉
の
甥
（
松
村
伊
兵
衛
）
　
の
孫
に
当
た
る
松
村
桃
鏡
の
手
を
経
て
伝
え

ら
れ
た
鶏
堂
本
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
合
理
的
な
文
字
使
い
に
あ
っ
た
。
ま
た

一
つ
は
、
版
本
「
泊
船
本
」
　
の
集
約
的
な
文
字
使
い
の
中
に
現
れ
て
い
た
。
す

な
わ
ち
、
「
鵠
堂
本
」
は
大
胆
に
一
仮
名
一
字
母
表
記
の
可
能
性
を
追
求
し
た

（
注
2
）

教
科
書
型
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
「
泊
船
木
」
　
は
集
約
化
し
た
表
記
の
単
調
さ

を
、
要
所
に
極
微
量
、
装
飾
字
母
を
配
置
す
る
こ
と
で
カ
バ
ー
す
る
商
品
型
の

【
注
3
）

テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
う
し
た
数
種
の
テ
キ
ス
ト
の
試
作
を
経
て
、
芭

蕉
の
手
元
に
合
理
性
と
芸
術
性
と
が
両
立
す
る
「
商
品
」
的
書
物
が
誕
生
す
る

の
で
あ
る
。

そ
の
商
品
的
書
物
の
一
例
に
あ
た
る
「
泊
船
本
」
　
に
、
独
自
の
仮
名
表
記
が

頻
出
す
る
こ
と
は
前
稿
に
述
べ
た
。
ま
た
「
泊
船
木
」
独
自
の
漢
字
・
仮
名
表

記
に
、
読
み
易
さ
を
考
慮
し
た
文
字
の
修
正
が
頻
繁
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
も
前

稿
に
述
べ
た
。
主
と
し
て
．
「
画
巻
本
」
の
後
半
部
に
生
じ
た
、
．
仮
名
に
よ
る
顆

義
語
の
書
き
分
け
、
活
用
語
尾
の
書
き
分
け
、
訓
漢
字
の
音
読
を
予
防
す
る
仮

（
注
’
）

名
書
き
は
、
こ
の
「
泊
船
本
」
　
で
一
層
広
範
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
啓
蒙
的
な
表
記
の
中
に
あ
っ
て
、
「
泊
船
本
」
　
の
用
字
特
性
は
、
紙
面

に
急
増
す
る
六
種
十
五
字
の
仮
名
字
母
に
集
約
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
「
泊

船
本
」
の
表
現
、
表
記
の
概
略
を
鳥
撤
す
る
こ
と
が
目
的
の
前
稿
で
は
、
「
泊

船
本
」
で
急
増
す
る
、
き
「
支
・
残
」
、
け
「
介
・
退
・
計
」
、
す
「
春
・
寸
・

須
」
、
の
「
乃
・
農
・
様
」
、
ほ
「
保
・
本
」
、
み
「
ミ
・
美
」
の
用
字
法
と
い

う
部
分
的
な
事
象
の
分
析
を
省
略
し
た
。
独
特
の
用
字
法
と
は
い
え
、
こ
の
六

種
十
五
字
を
考
察
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
は
、
問
題
の
片
隅
を
つ
つ
く
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
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し
か
し
、
曲
が
り
な
り
に
も
「
松
尾
芭
蕉
文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
が
稼
働
し
、

芭
蕉
に
関
す
る
文
字
情
報
が
整
理
さ
れ
る
に
連
れ
て
、
文
字
調
査
に
新
し
い
展

望
が
開
け
始
め
た
。
「
泊
船
木
」
　
で
急
増
す
る
仮
名
並
び
に
用
字
法
の
中
に
、

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
事
実
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
特
質
が
ど
う

や
ら
「
泊
船
木
」
　
の
執
筆
時
期
並
び
に
作
品
と
し
て
の
熟
度
を
示
唆
す
る
痕
跡

と
な
る
ら
し
い
。

そ
こ
で
ま
ず
手
始
め
は
、
こ
の
「
泊
船
本
」
　
の
表
記
特
性
を
さ
ら
に
詳
細
に

分
析
す
る
た
め
に
、
「
天
理
本
」
・
「
画
巻
本
」
　
の
表
記
と
「
泊
船
本
」
　
の
そ
れ

と
を
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
比
較
の
意
図
は
、
芭
蕉
自
筆
の
先
の
両
書

の
文
字
使
い
を
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
、
「
泊
船
木
」
　
の
用
字
法
の
特
徴
部
分
を

漉
し
取
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
手
順
の
要
点
は
、
初
め
に
「
天
理
本
」
「
画
巻

本
」
　
の
仮
名
字
母
表
を
作
り
、
次
に
「
泊
船
木
」
　
で
同
じ
作
業
を
繰
り
返
し
て
、

両
者
の
仮
名
字
母
蓑
を
比
較
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
比
較
を
通
じ
て
、
両
者

に
共
通
す
る
「
汎
用
字
母
」
　
（
用
法
上
特
に
制
約
無
く
、
汎
用
さ
れ
る
仮
名
字

母
）
・
「
偏
用
字
母
」
　
（
品
詞
や
構
文
上
の
位
置
に
よ
っ
て
、
使
用
に
制
約
が
働

く
仮
名
字
母
）
等
を
取
り
除
き
、
「
泊
船
本
」
　
の
特
徴
部
だ
け
を
流
し
取
る
の

で
あ
る
。
そ
の
作
業
経
過
を
紙
面
に
再
現
す
る
こ
と
は
煩
雑
過
ぎ
る
の
で
、
結

果
だ
け
を
表
示
す
る
と
、
次
の
表
一
・
表
二
に
な
る
。

表
一
　
「
泊
船
木
」
で
急

増
し
た
字
母

表
二
　
「
泊
船
本
」
の
装
飾
字
母

6　5　4　3　2 1 No．

み ほ の す け き
仮
名

ミ保 農 春 介 支
字

11 10 11 24 2 123
母

※
「
支
2
3
」
の
2
3
は
用
例
数

19 18 17　 16 15 14 13 12 11 10 9　8　　 7　　 6　5　4　3　　　 2 1 No．

わ る ゆ　 もみ ま へ ふ ひ な とて　 っ　 た せ す こ　　　 け か 汎

用
字王 宙 由　 毛 ミ末 部 不 比 奈 止 天　 川　 多 世 春 己　　 介 可

6 54 3　　 30 11 26 14 17 13 40 60 78　 13　 45 8 24 10　　　 2 182 母

和 流 遊 茂 母 美 満 遍 婦 飛 都 立 帝 津 徒 大 望 勢 須 古 気 希 計 加
装

飾

2　2 1 1 3 1 2　2　7 1 7 1 1 1 3　2　3 1 2　2 1 1 4　6

装 装 装 装 装 装 動 装 語 装 装 装 装 装 装 装 装 装 装 語 装 装 装 語
詞　 頭　　　　 餉 飢 飢 飢 釣 飾 飾 頭 飢 餓 飾 頭 字

2　2 1 1 3 1 語 2　5 1 7 1 1 1 3　2　3 1 2　2 1 1 4　6

） ） ） ） ） ） 中 ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） 母
2
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※
「
可
8
2
」
の
8
2
は
、
用
例
数
。
以
下
同
じ
。

※
汎
用
字
母
は
、
用
法
上
特
に
制
約
無
く

汎
用
さ
れ
る
仮
名
字
母
。

※
装
飾
字
母
は
、
筆
跡
の
装
飾
を
兼
ね
て

用
い
ら
れ
る
仮
名
字
母
。



ま
ず
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
「
泊
船
本
」
　
の
特
徴
部
の
意
味
付
け
で
あ
る
。

す
で
に
承
知
の
よ
う
に
、
松
尾
芭
蕉
が
甲
子
吟
行
の
旅
を
終
え
て
江
戸
に
帰
着

し
た
の
は
貞
享
二
年
四
月
末
、
ま
た
彼
が
再
び
近
畿
巡
礼
に
旅
立
つ
の
は
貞
享

四
年
十
月
で
あ
る
。
ま
た
通
説
で
は
、
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
は
「
天
理
本
」
「
泊

船
木
」
「
孤
良
木
」
　
「
画
巻
本
」
「
濁
子
活
書
画
巻
」
　
の
順
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、

成
立
時
期
は
貞
辛
二
年
夏
か
ら
貞
事
四
年
秋
に
か
け
て
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
同
『
紀
行
』
に
添
付
さ
れ
た
「
索
堂
朕
」
が
芭
た
の
江
戸
出
発
（
貞
享

元
年
八
月
）
　
を
「
い
に
し
秋
」
と
表
現
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
「
孤
昆
本
」
奥

書
に
「
寅
六
月
初
旬
」
　
（
貞
享
三
年
六
月
）
　
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
三
雲
は
貞

享
三
年
六
月
ま
で
に
、
ま
た
後
二
書
は
貞
享
四
年
秋
ま
で
に
成
立
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
「
孤
罠
本
」
以
前
に
成
立
し
七
と
見
な
さ
れ
る
「
泊
船
木
」

は
、
当
然
、
貞
享
三
年
六
月
以
前
の
成
立
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
芭
蕉
の
自
筆
テ
キ
ス
ト
を
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
、
芭
蕉
的
特
性

を
除
去
し
た
結
果
　
（
表
一
・
二
）
　
は
、
芭
蕉
な
ら
ざ
る
人
物
（
例
え
ば
、
泊
船

木
の
清
書
者
）
　
の
用
字
習
性
が
反
映
し
た
も
の
と
見
え
る
に
相
違
な
い
。
周
知

の
よ
う
に
現
「
泊
船
本
」
　
の
筆
跡
は
、
明
ら
か
に
芭
蕉
な
ら
ざ
る
人
物
の
手
で

清
書
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
別
に
述
べ
た
よ
う
に
「
孤
庭
木
」
　
は
実
は
「
泊
船
木
」
を
下
敷
き

（
注
5
｝

に
し
、
西
巻
系
の
一
本
を
参
照
し
て
執
筆
さ
れ
た
校
本
で
あ
り
、
執
筆
時
期
も
、

「
泊
船
本
」
が
伊
藤
凪
国
に
手
渡
さ
れ
た
元
禄
七
年
以
後
の
こ
と
と
推
測
さ
れ

る
。
こ
の
た
め
、
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
成
立
時
期
を
確
定
す
る
ア
ソ
カ
ー
だ
っ

〈
注
6
）

た
「
孤
巨
木
」
奥
書
の
年
記
「
寅
六
月
初
句
」
　
の
信
憑
性
が
薄
れ
、
さ
ら
に
貞

享
二
年
秋
か
ら
貞
享
四
年
初
冬
に
か
け
て
相
次
い
で
成
立
し
た
と
さ
れ
る
同

『
紀
行
』
諸
本
の
成
立
時
期
に
も
大
き
な
間
隙
が
生
じ
た
。
そ
し
て
そ
れ
と
連

動
し
て
、
成
立
時
期
が
動
き
そ
う
な
「
泊
船
木
」
　
の
文
字
遣
い
に
も
、
貞
享
期

の
芭
蕉
の
用
字
法
と
は
別
種
の
、
芭
蕉
的
用
字
法
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
生
じ

た
の
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
「
泊
船
本
」
　
の
用
字
の
中
か
ら
貞
事
期
の
芭
蕉
の
用
字
法
の
特

徴
を
取
り
除
い
て
「
泊
船
本
」
清
書
者
の
独
自
性
を
漉
し
取
ろ
う
と
し
た
先
の

作
業
に
も
見
直
し
が
必
要
に
な
る
。
つ
ま
り
、
先
に
上
げ
た
「
泊
船
本
」
　
の
六

種
の
仮
名
（
表
＝
と
十
九
の
装
飾
字
母
〈
表
二
）
に
も
、
貞
享
以
後
の
芭
蕉
一

の
用
字
法
と
清
書
者
の
用
字
法
と
い
う
二
種
類
の
用
字
特
性
が
含
ま
れ
る
可
能
　
3
4

性

が

生

じ

る

の

で

あ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

三
　
芭
蕉
的
な
用
字
特
性

と
こ
ろ
で
、
現
存
の
「
泊
船
本
」
は
、
表
現
、
表
記
、
使
用
さ
れ
た
仮
名
字

母
の
種
類
、
用
字
特
性
か
ら
見
て
、
明
ら
か
に
「
画
巻
本
」
以
上
に
合
理
化
さ

れ
た
テ
キ
ス
ト
と
認
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
「
泊
船
木
」
　
の
表
記
の
合
理
性

は
、
「
画
巻
本
」
「
泊
船
本
」
　
に
共
通
す
る
性
格
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
程
度
の

「
差
」
　
の
点
で
、
両
書
の
相
達
す
る
部
分
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
文
字
の
合
理

化
に
付
随
す
る
筆
跡
の
単
調
さ
を
、
装
飾
字
母
を
適
宜
配
置
す
る
こ
と
で
補
正

す
る
「
泊
船
木
」
　
に
は
、
文
字
遣
い
に
も
著
し
い
集
中
と
分
散
と
が
同
居
す
る
。



で
は
、
そ
こ
に
現
れ
た
用
字
上
の
著
し
い
集
中
と
分
散
と
は
、
作
者
芭
蕉
の
意

図
に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
清
書
老
（
ま
た
は
筆
耕
老
）
　
の
意
図
に
よ
る
も

の
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
著
し
い
集
中
と
分
散
と
を
よ
り
正
確
に
、
作
者
芭
蕉

の
用
字
法
に
由
来
す
る
変
化
と
清
書
者
の
用
字
法
に
由
来
す
る
変
化
と
に
区
分

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
問
題
は
そ
の
区
分
の
方
法
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
孤
屋
本
」
　
の
用
字
特

性
を
い
わ
ば
「
試
薬
」
　
と
し
て
用
い
る
方
法
を
取
り
入
れ
た
い
。
す
な
わ
ち
、

「
画
巻
本
」
と
「
孤
屋
本
」
と
を
校
合
し
、
両
書
の
共
通
部
分
を
取
り
除
く
こ

と
で
（
こ
れ
に
よ
っ
て
、
貞
享
期
の
芭
蕉
の
用
字
特
性
を
取
り
除
く
）
、
「
孤
良

木
」
固
有
の
用
字
特
性
を
取
り
出
し
、
そ
の
用
字
特
性
を
先
に
掲
げ
た
「
泊
船

木
」
　
の
そ
れ
と
比
較
す
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
緊
密
な
影
響
関
係
が
認
め
ら

（
注
7
）

れ
る
「
泊
船
木
」
「
孤
屋
本
」
共
通
の
用
字
特
性
に
は
、
両
君
に
共
通
す
る
筆

者
、
す
な
わ
ち
芭
蕉
の
用
字
特
性
が
予
想
さ
れ
、
逆
に
両
者
の
相
違
部
分
に
は
、

清
書
者
ま
た
は
筆
耕
者
の
用
字
特
性
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
そ
の
二

種
煩
の
用
字
特
性
を
確
認
し
た
後
、
「
泊
船
木
」
「
孤
民
本
」
共
通
の
用
字
特
性

を
マ
ー
カ
ー
と
し
て
、
同
様
の
用
字
特
性
を
備
え
た
芭
蕉
の
作
品
を
検
出
す
る
。

も
し
、
該
当
す
る
用
字
特
性
を
備
え
た
作
品
が
数
点
検
出
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
が

芭
蕉
の
用
字
特
性
だ
と
見
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
成
立

時
期
か
ら
は
、
逆
に
「
泊
船
本
」
　
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
に

相
違
な
い
。

さ
て
ま
ず
は
、
そ
の
手
順
に
従
っ
て
作
業
し
、
先
に
見
た
「
泊
船
木
」
独
自

の
用
字
特
性
を
「
孤
屋
本
」
　
の
そ
れ
と
照
合
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

表
三
　
「
泊
船
本
」
で
急
増
し
た
　
　
表
四
　
「
孤
屋
本
」
で
急
増
し
た

仮
名
字
母

仮
名
字
母

6　 5　 4　 3　 2　 1 No．

み　 ほ　 の　 す　 け　 き
仮

名

ミ　保 農 春 介 支
字

11 10 11 24　2 1 23
母

※
「
支
2
3
」
の
2
3
は
用
例
数
。

以
下
同
じ
。

13 12 11 10　9　 8　 7　6　 5　 4　 3　 2　 1 No．

る　み　 は　は　 の　 に．な　 っ　 た　 す　 け　 か　 あ
仮
名

煩　 ミ　保　 ハ　能 仁 郡 徒 大 須 計 加　 阿
字

42　7　 6　25　55　62 14　7 18 10 13　7　 6
母

こ
の
裏
三
・
四
の
仮
名
字
母
の
相
違
を
生
み
出
す
原
因
の
一
つ
は
、
「
孤
昆

本
」
筆
者
に
よ
る
汎
用
字
母
の
併
用
に
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
「
孤
良
木
」
筆

者
の
嗜
好
に
よ
る
仮
名
字
母
の
変
更
に
あ
る
。
そ
こ
で
今
、
こ
の
裏
三
・
四
の

仮
名
字
母
を
照
合
し
、
こ
の
両
書
に
共
通
す
る
仮
名
だ
け
を
表
示
す
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
。



表
五
　
「
泊
船
木
」
「
孤
屋
本
」
共
通
の
特
徴

5　 4　 3　 2　 1 No．

み　 ほ　 の　 す　 け
仮

名

ミ　保　 乃　 春　 介
泊11 10 113 24　2 1

美　 本　 農　 寸　 造
船

木

ときナ
1　 2　 11　3　 5

能　 須　 計
子
母

9　 2　 4

ミ　 保　 乃　 春　 介

孤7　 6　 76 17　20

美　 本　 農　 寸　 遣
昆

本

字

母

0　 6　 0　 0　 0

能　 須　 計
55 10 13

こ
れ
ら
五
種
十
三
字
の
仮
名
字
母
が
「
孤
昆
本
」
「
泊
船
本
」
　
の
用
字
特
性

の
中
か
ら
抽
出
さ
れ
た
松
尾
芭
蕉
の
用
字
特
性
と
見
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

表
五
で
消
え
た
「
き
－
支
」
　
は
、
「
泊
船
本
」
清
書
者
の
用
字
特
性
と
推
測
さ

れ
る
。
「
濁
子
清
書
画
巻
」
「
『
帳
野
』
序
」
「
猿
蓑
版
『
幻
住
庵
記
』
」
等
の
活

雷
文
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
字
列
を
調
え
つ
つ
清
書
す
る
必
要
上
、
清
書

者
に
は
若
干
、
字
体
を
変
更
す
る
程
度
の
宰
領
は
許
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
に
現
れ
た
「
孤
屋
本
」
　
の
文
字
遣
い
の
虹
著
な
差
異
（
「
造
」
が

消
え
、
「
計
1
3
」
が
増
え
る
、
「
寸
」
が
消
え
、
「
須
1
0
」
が
増
え
る
、
「
農
」
が

消
え
、
「
能
5
5
」
が
増
え
る
）
　
は
、
偏
と
努
と
を
備
え
て
象
ど
り
ゃ
す
い
文
字

を
愛
好
す
る
「
孤
屋
本
」
筆
者
の
筆
遣
い
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
今
こ
の
「
孤
星
本
」
　
の
項
目
に
現
れ
た
「
計
・
須
・
能
」

の
数
値
に
限
っ
て
は
、
幾
分
か
割
り
引
い
て
受
け
取
る
必
要
が
あ
る
。

四
　
芭
蕉
晩
年
の
用
字
特
性

さ
て
い
よ
い
よ
、
芭
蕉
の
「
文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
用
い
て
、
表
五
の
用

字
特
性
を
備
え
た
テ
キ
ス
ト
を
検
出
す
る
運
び
と
な
る
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で

も
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
か
ら
出
発
す
る
読
者
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

最
初
に
常
識
的
な
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
主
要
五
本
に
は
、

筆
録
者
の
交
替
に
関
わ
り
な
く
常
に
集
中
的
に
用
い
ら
れ
る
仮
名
字
母
が
、
十

四
字
（
異
な
り
字
母
数
の
約
二
〇
％
）
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
逆
に
、
筆
録
著
の

交
替
に
関
わ
り
な
く
必
ず
複
数
の
字
母
が
併
用
さ
れ
る
文
字
（
併
用
字
母
）
　
が

七
文
字
（
二
八
字
母
、
異
な
り
字
母
数
の
約
二
二
％
）
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、

残
る
二
七
文
字
（
「
あ
」
「
き
」
「
こ
」
「
し
」
「
せ
」
「
そ
」
「
た
」
「
つ
」
「
て
」

「
と
」
「
な
」
「
ぬ
」
「
ね
」
「
の
」
「
ひ
」
「
み
」
「
め
」
「
ゆ
」
「
り
」
「
る
」
「
れ
」

「
ろ
」
「
わ
」
「
ゐ
」
「
ゑ
」
「
を
」
「
ん
」
）
が
、
作
者
毎
の
用
字
習
性
や
そ
の
時
々

の
執
筆
条
件
に
連
れ
て
変
動
す
る
文
字
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
、
こ
の
実
情
を
概

略
、
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

36
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次
に
こ
の
裏
の
中
か
ら
「
汎
用
層
」
　
の
仮
名
の
使
用
状
況
を
テ
キ
ス
ト
別
に

示
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
十
四
字
は
、
当
時
、
一
般
書
記
用
字
母
と
し
て
、
す
で
に
固
定
化
し
て

い
た
文
字
か
と
推
測
さ
れ
る
（
こ
れ
を
「
汎
用
文
字
」
と
呼
ぶ
）
。

表
七
　
集
中
的
に
用
い
ら
れ
る
文
字
数
の
比
較

全　 合 ら よ や も ま へ ち さ　く　か お え う い

比　 計 良 与 也 毛 末 部 知 左 久 可 於 衣 宇 以

（26％）440 35 25 30 29 38 20 26 23 53 101 13　5 10 32

天

理
本

（2 ％）294 32 24 22 27 20 12 10 11 29 67　9　6　6 19

画
巻

本

（2 ％）298 32 23 22 28 20 12 10 11 30 70　9　6　6 19

濁
子

本

（24％）366 41 25 23 30 26 14 15 15 44 81 10　5　6　31

泊

船
本

（23％）318 36 23 21 30 19 16 12 12 30 80　6 1 5　27

孤
豆

本

表
七
の
通
り
、
こ
の
領
域
で
は
、
各
テ
キ
ス
ト
毎
の
文
字
遣
い
の
差
異
も
少

な
い
上
に
、
「
画
巻
本
」
　
と
「
濁
子
清
書
画
巻
」
　
と
の
間
に
は
著
し
い
用
字
の

一
致
が
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
詭
離
し
た
「
可
」
　
の
場
合
で
さ
え
、
用
例
差
は

三
例
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
孤
屋
本
」
「
泊
船
木
」
　
の
問
に
も
近

似
し
た
用
字
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
「
孤
昆
本
」
　
の
仮
名
字
母
数
が
一
様
に

「
泊
船
木
」
を
下
回
る
の
は
、
漢
字
を
多
用
す
る
「
孤
豆
本
」
　
の
仮
名
文
字
数

が
「
泊
船
木
」
を
約
八
％
下
回
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
筆
録
者
の
交
替
に
関
わ
り
な
く
必
ず
複
数
の
字
母
が
併
用
さ
れ
る
仮

名
（
併
用
層
の
仮
名
）
　
の
使
用
状
況
を
テ
キ
ス
ト
別
に
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に

な
る
。
こ
の
七
文
字
（
二
八
字
母
）
　
は
、
複
数
の
仮
名
字
母
を
併
用
す
る
当
時

の
書
記
習
慣
を
反
映
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

表
八
　
複
数
の
字
母
が
併
用
さ
れ
る
文
字
数
の
比
較

37

※
一
仮
名
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
字
母
総
数
の
八
五
パ
ー
セ
ソ
ト
以
上
を
一
つ
の
字
母
が

占
め
る
状
態
を
、
集
中
的
に
用
い
ら
れ
る
状
態
と
呼
ぶ
。
以
下
同
じ
。

※
「
全
比
」
　
は
、
総
仮
名
字
数
に
占
め
る
該
当
す
る
仮
名
字
母
の
比
率
。

須 芸 ケ 気 希 造 計 芸

16 19 1 5　　 10

天

理
本

5 7 18　2　3

画
巻

本

5 7 18　2　3

濁

子
本

2　24 2　1 1　5　4　21

泊

船
本

10 17 13 20

孤
屋

本



全　 合

比　 計

ム 舞 無 芸 本 芸 布 婦 芸 ハ 波 盤 芸 ニ 丹 胱 芸
ス 寸

（21％）罰2 5 16 13 5 14 1 18 22 25　 13 29 1 66 21 5　43 1 13

（2 ％）お9 4　5 11 10　3 5　20 10　 14 20 1 3　79 31 19 1 19

（㌶％）乃1 4　5 13 10　3 5　20 9　　 17 19 1 22 67 29 12 1 19

（21％）312 1 3 10　9 2　9 7 17 14 1 6　30 3　　 72 16 47 2　3

（22％）刃5 4 14 6　6 4　20 25 1 5　21 2　　 73 62　2

こ
の
領
域
で
も
、
「
画
巻
本
」
「
濁
子
活
書
画
巻
」
　
の
用
字
法
は
概
略
近
似
す

る
が
、
「
に
」
　
に
限
っ
て
「
亦
」
「
耳
」
「
丹
」
　
の
数
値
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
清
書
者
の
手
で
「
亦
」
「
耳
」
　
の
各
文
字
が
「
丹
」
　
に
書
き
換
え
ら
れ

た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
「
汎
用
層
」
　
で
は
近
似
し
て
い
た
「
孤
屋
本
」
「
泊
船

木
」
　
の
用
字
に
も
、
尭
分
の
兼
紅
が
見
ら
れ
る
。
次
の
通
り
、
「
に
」
「
ほ
」

「
む
」
　
の
各
仮
名
に
用
字
数
の
差
異
が
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

表
九
　
併
用
層
の
仮
名
文
字
の
比
較

怨 む

ハ、’武
本 芸 仁 芸 仮

名

10　9 2　9 16　47
泊
船
木

4　14 6　6 62　2
孤
豆
本

※
「
全
比
」
は
、
総
仮
名
字
数
に
占
め
る
該
当
す
る
仮
名
字
母
の
比
率
。

ま
た
こ
れ
を
画
巻
系
（
二
本
）
　
と
書
物
系
（
二
本
）
　
と
に
区
分
し
て
両
者
を

比
較
し
て
も
、
両
者
に
幾
分
乗
離
し
た
用
字
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
轟
紅

が
目
立
つ
の
は
、
次
に
掲
げ
る
、
け
（
遺
・
介
）
、
す
（
寸
・
春
）
、
に
　
（
仁
・

耳
）
、
ほ
（
保
・
本
）
の
各
仮
名
だ
が
、
け
（
介
・
計
）
、
す
（
春
・
須
）
に
限
っ

て
は
「
泊
船
木
」
「
孤
昆
本
」
の
分
布
が
近
似
し
、
逆
に
、
に
（
亦
・
仁
・
耳
）
、

ほ
（
本
・
保
）
　
で
は
、
「
孤
良
木
」
　
の
用
字
法
は
両
者
の
中
間
に
あ
る
。
け
－



計
、
す
－
須
、
に
－
仁
、
等
、
偏
と
労
と
を
備
え
た
書
き
や
す
い
文
字
を
重
宝

す
る
「
孤
巨
木
」
　
の
用
字
法
が
、
こ
の
変
化
の
原
因
と
推
測
さ
れ
る
。

表
十
　
併
用
層
の
仮
名
文
字
の
比
較

本 芸 十 十 十 寸 須 芸 希 遣 計 芸 仮

名

10　3 79 31 19 19　　 5 7 18　2　3

画
巻

本

10　3 67 29 12 19　　 5 7 18　2　3

濁

千
本

2　9 72 16 47 3　2　24 1 5　4　21

泊
船

本

6　6 73 62　2 10 17 13 20

孤
屋

本

ち
な
み
に
こ
れ
ら
、
併
用
さ
れ
た
各
仮
名
が
七
位
に
も
関
わ
ら
ず
二
十
八
字

母
、
三
百
字
前
後
を
し
め
る
理
由
は
、
「
は
」
「
に
」
「
む
」
「
ず
」
が
頻
繁
に
用

い
ら
れ
る
助
詞
・
助
動
詞
で
あ
り
、
表
記
に
バ
ラ
イ
テ
ィ
ー
を
持
た
せ
る
た
め

に
、
時
に
仮
名
字
母
を
交
換
し
て
利
用
す
る
必
要
が
生
ず
る
せ
い
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
各
事
実
の
せ
い
で
、
私
は
同
一
時
期
の
同
一
作
品
の
用
字
法
は
近

似
し
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
画
一
的
な
常
識
を
持
っ
て
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
変

動
し
な
い
仮
名
（
汎
用
字
母
）
と
絶
え
ず
変
動
す
る
仮
名
（
併
用
字
母
）
と
を

区
分
し
、
変
動
す
る
「
併
用
層
」
「
中
間
層
」
　
の
仮
名
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

変
動
す
る
原
因
を
個
別
に
探
索
す
る
事
で
「
天
理
本
」
か
ら
「
画
巻
本
」
に
至

る
芭
蕉
の
表
記
意
識
の
変
化
を
解
読
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
結
果
現
れ

た
も
の
は
、
啓
荒
的
な
表
記
意
図
を
「
画
巻
本
」
以
上
に
徹
底
し
た
「
泊
船
木
」

の
存
在
だ
っ
た
。
「
泊
船
本
」
は
、
語
句
・
表
記
の
い
ず
れ
の
点
で
も
「
画
巻

本
」
以
上
に
細
心
の
注
意
で
執
筆
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
。
当
然
、
こ
の

「
泊
船
本
」
　
の
成
立
は
、
「
画
巻
本
」
以
後
と
仮
定
し
て
み
る
必
要
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
仮
定
も
、
論
旨
の
煩
雑
を
恐
れ
て
、
前
稿
で
は
見
送
る
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
今
、
分
か
り
や
す
さ
を
心
掛
け
、
「
泊
船
本
」
　
に
次
い
で
執
筆
さ

れ
た
筈
の
「
画
巻
本
」
　
に
は
、
表
八
に
見
た
通
り
「
泊
船
本
」
独
自
の
用
字
特

性
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
同
じ
時
期
に
書
か
れ
た
芭
蕉
自
筆
の
短
冊
・
懐

紙
頬
や
、
や
や
時
を
経
て
執
筆
さ
れ
た
『
鹿
島
詣
』
『
更
科
紀
行
』
の
諸
本
に

も
、
そ
れ
ら
し
い
用
字
特
性
は
見
当
た
ら
な
い
。
加
え
て
、
元
禄
三
・
四
年
に

執
筆
さ
れ
た
『
お
く
の
は
そ
道
』
の
諸
本
（
曽
良
本
・
素
紀
本
・
柿
衛
本
）
　
や
、

同
じ
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
短
冊
・
懐
紙
類
に
も
、
そ
れ
ら
し
い
用
字
特
性
は
見

当
た
ら
な
い
。

で
は
、
こ
の
「
泊
船
本
」
　
の
用
字
特
性
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
念
の
た
め

に
、
『
お
く
の
は
そ
道
』
以
後
に
成
立
し
、
成
立
時
期
が
確
定
し
、
し
か
も
芭

蕉
の
直
筆
サ
ソ
プ
ル
を
得
や
す
い
「
幻
住
庵
記
」
諸
本
に
的
を
絞
る
と
、
次
の

よ
う
な
結
集
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。

39



表
十
一
成
稿
系
『
幻
住
庵
記
」
の
用
字
特
性

表
十
一
一
再
稿
系
『
幻
住
庵
記
」
　
の
用
字
特
性

み　 ほ　　　 の　　　 す　　　 け

美　 本　　　 乃　　 寸　 介　 造 幻

11　 5　　　　 60　　　 17　 2　 5 住
庵

記ミ　 保　　　 能　　　 須　　　 気

6　 1　　　 18　　　 2　　　　 4 6

芙　 本　　 能　　 寸　 気　 介 幻

9　 6　　　 42　　　 15　 1　 3 住
庵

記ミ　 保　　 乃　　 須　 計　 退

7　 2　　 ．35　　　 2　 1　 2 7

ミ　 本　 渡　 乃　 春　 寸　 気　 介 猿

7　 2　 1　 58　 1　 6　 1　 3 幻
住
庵美　 保　　 能　　 須　 恵　 計

3　 2　　　 13　　　　 5　 1　 2 記

み　 ほ　 の　 す　　　 け

美　 本　 乃　 寸　 計　 介 幻

10　 7　 73　24　 1　 5 住
庵

記佳　 節　　　 遺

2　　　 1　 1　　　　 2 4

美　 本　 乃　 寸　 計　 遣 幻

9　 6　 67　2 1　2　 3 住
庵

記ミ　 保　 能　 須　 気　 介

2　 1　 1　 1　 1　 2 5

ミ　 本　 乃　 春　 計　 造 文

9　 4　 67 19　 1　 3 幻

住
庵美　 保　 櫨　 寸　　 介

2　 3　 6　 3　　　　 2 記

※
「
幻
住
庵
記
6
」
は
『
芭
蕉
全
図
譜
』
所
収
『
幻
住
席
記
』
2
－
6
の
略
称
。

※
「
幻
住
庵
記
7
」
は
『
芭
蕉
全
図
譜
』
所
収
『
幻
住
席
記
』
2
－
7
の
略
称
。

※
「
猥
幻
住
席
記
」
は
『
猿
黄
』
所
収
『
幻
住
庵
記
』
の
略
称
。

す
な
わ
ち
、
右
の
成
稿
系
「
幻
住
庵
記
」
　
で
は
、
最
終
稿
と
さ
れ
る
猿
莱
版

「
幻
住
庵
記
」
　
の
中
に
「
す
－
春
1
」
「
み
I
ミ
7
」
な
ど
、
「
泊
船
本
」
　
に
や

や
近
い
仮
名
字
母
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
ま
た
、

「
け
」
　
に
「
造
」
　
（
芭
蕉
の
書
き
癖
）
　
が
欠
け
、
「
す
」
　
に
「
春
」
が
少
量
で
あ

る
な
ど
、
「
泊
船
本
」
と
轟
離
し
た
用
字
偵
向
も
認
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
さ
ら
に
進
ん
で
次
の
再
稿
系
「
幻
住
庵
記
」
　
に
至
る
と
、
よ
う
や

く
や
や
近
似
し
た
表
記
傾
向
の
テ
キ
ス
ト
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
「
幻
住
席
記
4
」
は
『
芭
蕉
全
図
譜
』
所
収
『
幻
住
庵
記
』
2
－
4
の
略
称
。

※
「
幻
住
席
記
5
」
は
『
芭
蕉
全
図
譜
』
所
収
『
幻
住
庵
記
』
2
－
5
の
略
称
。

※
「
文
幻
住
庵
記
」
は
『
和
漢
文
操
』
所
収
『
幻
住
庵
記
』
の
略
称
。

中
で
も
特
に
最
終
稿
の
『
和
決
文
挟
』
版
「
幻
住
庵
記
」
　
の
近
似
性
は
著
し

い
。
強
い
て
「
泊
船
木
」
と
の
相
違
を
捜
せ
ば
、
「
け
」
「
ほ
」
　
を
表
記
に
す
る

主
要
字
母
が
「
遣
3
・
介
2
」
「
本
4
・
保
3
」
　
と
分
布
す
る
程
度
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
差
異
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
わ
ず
か
に
一
例
で
、
明
瞭
な
差
異
と
は
言

い
が
た
い
。
ま
た
仮
に
「
け
・
ほ
」
　
の
主
要
字
母
が
「
遣
・
本
」
だ
と
仮
定
し

て
も
、
こ
の
「
遣
・
本
」
　
の
用
字
は
貞
享
期
の
芭
蕉
に
厩
著
な
特
性
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
を
芭
蕉
的
な
用
字
特
性
と
認
め
る
こ
と
に
支
障
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
「
泊
船
本
」
　
の
用
字
特
性
が
『
和
洪
文
挟
』
版
「
幻
住

庵
記
」
　
に
近
似
す
る
の
か
。

そ
こ
で
、
さ
ら
に
『
幻
住
庵
記
』
以
後
に
執
筆
さ
れ
た
『
笈
の
小
文
』
の
諸
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本
を
検
索
す
る
と
、
や
は
り
い
っ
そ
う
近
似
し
た
用
字
法
を
検
出
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

表
十
三
　
『
笈
の
小
文
」
諸
本
の
用
字
特
性

表
十
四
　
乙
州
本
「
笈
の
小
文
」
・
泊
船
本
『
野
ざ
ら
し
紀
行
」

の
用
字
比
較

み　 ほ　　 の　　 す　　　　 け

見　 ミ　 保　 渡　 乃　 須　 寸　　 計　 介 乙

州

本

5　 13　 6　 5 172　5　44　　　 4　 13

美　 本　 農 ．随　　 春　　　　 迫

9　 5　 3　 47　　　 6　　　　　 13

ミ　 保　　 乃　 寸　 春　 計　 希　 気 大

磯

本

32　 8　　　 240　7　 35　 1　 5　 12

美　 本　　 能　　 須　　 遣　 介

1　 5　　　 17　　 11　　 1　 9

見　 ミ　保　 農　 乃　 寸　 春　　 造　 介 雲

英

本

1 14 12　3　210 10　27　　　 2　 19

美　 本　　 能　　 須　　 気　 計

4　 3　　　 53　　　 24　　　 1　 5

み　 ほ　 の　 す　　　 け

ミ　 保　 乃　 呑　 気　 介 雲

14 12　210　27　 1 19 英

美　 本　 能　 須　　 計
本

笈

の
4　 3　 5 3　24　　　 5

見　　 農　 寸　　 造 小

1　　　 3　 10　　　 2 文

ミ　 保　 乃　 春　　 介
泊

船
木11 10 113　24　　　 21

美　 本　 農　 寸　　 遣
野
ざ

ら
1　 2　 11　 3　　　　 5

能　 須　　　 計
し
紀

行
9　 2　　　　 4

※
「
気
1
2
・
希
5
」
は
大
政
本
清
書
者
の
用
字
習
性
を
反
映
し
た
も
の
か

と
疑
わ
れ
る
。

先
に
見
た
泊
船
木
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
用
字
特
性
が
、
こ
の
三
書
に
近
似

し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
三
吉
の
問
で
は
、
「
す
ー
寸
・
春
」

（
乙
州
本
）
、
「
け
－
気
・
介
・
希
」
（
大
磯
本
）
　
に
若
干
、
主
要
字
母
の
交
替

が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
「
雲
英
本
」
　
に
至
っ
て
は
、
次
の
表
十
四
の
よ
う
に
、

け
（
介
）
、
す
（
春
）
、
の
（
乃
）
、
は
（
保
）
、
み
（
ミ
）
等
、
主
要
字
母
が
総

て
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
何
気
な
い
二
敦
に
見
え
て
、
そ
の
実
、
偶
然
と
は
言
い
が
た
い
確
度
を
一

持
つ
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
第
三
者
が
ア
ト
ラ
ソ
ダ
ム
に
こ
れ
ら
五
種
十
三
字
　
4
1

を
用
い
た
と
し
て
、
け
（
介
）
、
す
（
春
）
、
の
（
乃
）
、
ほ
（
保
）
、
み
（
ミ
）
－

の
各
文
字
が
掃
っ
て
使
用
頻
度
第
一
位
と
な
る
可
能
性
は
一
〇
〇
分
の
一
以
下

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
「
乙
州
本
」
「
大
政
本
」
「
雲
英
本
」
等
『
笈
の
小
文
』
諸
本
の
成
立

時
期
は
、
『
幻
住
魔
記
』
以
後
と
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
時
期
を
詳
細
に
特
定

す
る
板
拠
に
乏
し
い
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
検
出
作
業
を
続
け
る
と
芭
蕉
晩
年
の

（
注
8
）

伝
芭
蕉
筆
「
渋
笠
銘
」
、
同
じ
く
『
和
洪
文
挟
』
所
収
「
渋
笠
ノ
銘
」
（
用
字
が

伝
芭
蕉
筆
「
渋
笠
銘
」
と
一
致
す
る
た
め
、
字
母
表
の
掲
載
は
省
略
し
た
）
、

（
注
9
）

同
じ
く
曽
良
木
「
笠
は
り
」
　
に
こ
れ
に
近
似
し
た
用
字
特
性
を
検
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
。



表
十
五
　
「
渋
笠
銘
」
「
笠
は
り
」
の
用
字
特
性

み　 ほ　　　 の　　　 す　　　 け

ミ　 本　 殿　 乃　　 春　　 介 由t∃
良
木

1　 2　 1 11　　　 2　　　　 2

能　　　　　　　 造
笠
は

2　　　　　　　　 1 り

ミ・本　　　 乃　　　 春　 計　 介 伝
芭
蕉

6　 2　　　 16　　　 6　 1　 2

由ヽ．
渋

1日．
2

笠
銘

ミ　 保　 能　 乃　 須　 春　 計　 介 泊

船

本

11 10　 9 113　2　 24　4　 21

美　 本　　 農　　 寸　　 造

1　 2　　　 11　　　 3　　　　 5

※
「
泊
船
木
」
は
泊
船
木
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
略
。

こ
こ
に
言
う
「
渋
笠
銘
」
は
小
品
の
た
め
、
サ
ソ
プ
ル
と
し
て
の
パ
ラ
イ
テ
ィ
ー

に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
そ
の
点
を
差
し
引
け
ば
、
主
要
字
母
に
大

き
な
差
異
は
見
当
た
ら
な
い
。
ほ
（
本
）
　
を
除
け
は
、
各
仮
名
を
表
記
す
る
主

要
字
母
に
大
き
な
相
違
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
「
渋
笠
銘
」
　
の

諸
本
の
中
で
「
泊
船
本
」
　
に
も
っ
と
も
近
似
す
る
伝
芭
蕉
筆
「
渋
笠
銘
」
　
（
写

し
か
）
及
び
そ
の
写
し
と
見
ら
れ
る
『
和
沃
文
操
』
所
収
「
渋
笠
ノ
銘
」
　
は
、

支
考
の
言
葉
を
信
ず
る
と
す
れ
ば
、
元
禄
七
年
秋
「
伊
賀
の
西
麓
庵
に
い
ま
し

て
、
文
稿
十
二
篇
の
再
校
あ
り
L
が
、
此
銘
も
そ
の
一
篇
也
」
　
（
『
和
漢
文
操
』

（
注
川
）

「
渋
笠
銘
」
評
）
　
と
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。

五
　
泊
船
木
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
執
筆
時
期

と
こ
ろ
で
、
先
に
分
析
し
た
再
稿
系
「
幻
住
庵
記
」
　
三
本
の
内
一
本
（
幻
住

撃
に
は
「
元
禄
三
初
秋
日
」
の
年
記
が
あ
る
。
ま
た
成
稿
系
「
幻
住
庵
記
」

の
三
本
に
も
、
巻
末
に
「
元
禄
三
秋
」
「
元
禄
三
中
秋
日
」
等
の
記
載
が
あ
る
。

こ
の
た
め
「
幻
住
庵
記
」
は
、
再
稿
・
成
稿
を
問
わ
ず
元
禄
三
年
七
月
ま
た
は

八
月
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
加
え
て
再
稿
系
「
幻
住
庵
記
」

（
幻
住
聖
に
付
属
す
る
各
務
支
考
の
識
語
k
は
、
「
幻
住
庵
記
」
の
∵
本
は

京
都
の
向
井
去
来
に
、
又
一
本
は
当
該
の
「
幻
住
庵
記
」
、
第
三
は
『
猿
蓑
集
』

の
「
幻
住
庵
記
」
　
で
あ
り
、
各
テ
キ
ス
ト
の
語
句
の
食
い
違
い
に
は
相
応
の
理

由
が
あ
る
旨
の
記
事
が
あ
る
。
そ
⊥
て
事
実
、
「
幻
住
庵
記
」
　
の
一
本
は
、
元

禄
三
年
七
月
、
向
井
去
来
に
書
き
送
ら
れ
、
去
来
の
意
見
を
入
れ
て
修
正
さ
れ

た
後
、
『
猿
菜
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
（
元
禄
四
年
九
月
末
）
、

湖
南
か
ら
江
戸
に
向
か
う
芭
蕉
か
ら
乙
州
の
母
に
、
別
の
「
幻
住
庵
記
」
が
贈

（
注
1
1
）

呈
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
成
立
年
次
か
ら
見

て
、
乙
州
家
所
持
本
と
さ
れ
る
「
幻
住
庵
記
顎
）
の
用
字
法
と
乙
州
本
『
笈
の

小
文
』
の
用
字
法
と
は
近
似
す
る
か
と
思
え
る
が
、
実
際
に
照
合
す
る
と
両
者

の
関
係
は
近
似
す
る
と
も
言
い
に
く
い
。
こ
れ
を
先
に
見
た
「
泊
船
本
」
　
の
特

徴
部
と
比
較
す
る
と
、
次
の
表
の
よ
う
に
、
五
種
の
仮
名
の
う
ち
「
春
」
「
保
」

「
ミ
」
　
の
三
つ
の
主
要
字
母
が
交
替
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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表
十
六
　
乙
州
系
『
幻
住
庵
記
し
『
笈
の
小
文
し
の
用
字
比
較

2 3　 の　 9　 け

美　本　　 能　　 寸　気　介 幻
9　 6　　　 42　　 15　1　 3 住

庵
記ミ　保　　 乃　　 須　計　造

7　 2　　　 35　　　 2　 1　 2 7

見　 ミ　保　濃　乃　須　寸　計　介 乙
5　13　6　 5 172　5　44　4　13 笈

の
小美　本　農　能　　 春　　 遣

9　 5　 3　47　　　 6　　　 13 文

ミ　保　能　乃　須　春　計　介 泊

船

木

11 10　9 113　2　24　4　21

美　本　　 農　　 寸　　 遣
1　2　　　 11　　　 3　　　　 5

※
「
幻
住
庵
記
7
」
は
『
芭
蕉
全
図
譜
』
所
収
『
幻
住
庵
記
』
2
4
7
の
略
称
。

※
「
乙
笈
の
小
文
」
は
、
乙
州
本
『
笈
の
小
文
』
の
略
。

※
「
泊
船
木
」
は
泊
船
木
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
略
。

し
か
し
、
逆
に
、
乙
川
本
『
笈
の
小
文
』
と
泊
船
本
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
と

の
用
字
の
一
致
は
め
ざ
ま
し
く
、
「
春
・
寸
」
を
除
け
ば
主
要
字
母
の
交
替
は

見
ら
れ
な
い
。
ま
た
そ
の
「
寸
」
も
、
表
八
の
通
り
、
貞
享
期
の
芭
蕉
の
用
字

法
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
「
す
・
ほ
・
み
」
　
の
用
字
数
の
推
移

を
テ
キ
ス
ト
毎
に
観
察
す
る
と
、
各
文
字
が
「
泊
船
木
」
　
の
仮
名
字
母
「
春
」

「
保
」
「
ミ
」
　
の
分
布
に
向
か
っ
て
集
約
さ
れ
て
い
く
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
こ

れ
は
、
成
稿
系
「
幻
住
庵
記
聖
と
乙
州
本
『
笈
の
小
文
』
と
が
幾
分
時
を
隔

て
て
執
筆
さ
れ
、
ま
た
、
乙
州
本
『
笈
の
小
文
』
と
泊
船
木
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』

と
が
少
々
近
接
し
て
執
筆
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
す
で
に
周
知
の
よ
う
に
、
「
泊
船
本
」
　
の
編
者
、
伊
藤
風
国
と
松

尾
芭
蕉
と
の
接
見
時
期
は
、
元
禄
八
年
刊
『
こ
が
ら
し
』
（
壷
中
、
芦
角
編
）

の
中
で
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

お
な
じ
夏
（
＊
元
禄
七
年
）
　
は
、
し
ば
ら
く
京
に
お
は
し
け
る
よ
し
も
、

む
な
し
う
、
あ
と
に
聞
（
き
）
　
し
く
や
し
さ
千
々
に
し
て
、
風
国
が
ま
み

え
L
と
申
せ
L
も
う
ら
や
ま
れ
け
る
。
　
　
　
　
　
（
（
　
）
　
内
、
著
者
）

す
な
わ
ち
、
元
禄
七
年
五
月
、
江
戸
か
ら
上
洛
し
た
松
尾
芭
蕉
は
、
伊
賀
上

野
・
大
津
を
吟
遊
し
た
後
、
問
五
月
二
十
二
日
、
嵯
峨
野
の
落
柿
合
に
到
着
し
、

以
後
七
月
十
日
ま
で
京
郡
付
近
に
滞
在
す
る
。
こ
の
記
事
に
言
う
「
し
ば
ら
く

京
に
お
は
し
け
る
よ
し
」
は
、
こ
の
期
問
の
こ
と
を
意
味
し
、
ま
た
「
風
国
が

ま
み
え
L
と
申
せ
L
も
」
は
、
こ
の
時
、
風
国
が
運
良
く
芭
蕉
に
接
見
し
、
同

雅
を
う
ら
や
ま
し
が
ら
せ
た
こ
と
を
い
う
。
こ
の
凪
国
の
句
の
初
出
が
元
禄
七

年
正
月
の
「
暢
川
歳
旦
帖
」
　
で
あ
り
（
『
俳
文
学
大
辞
典
』
「
凪
国
」
）
、
芭
蕉
と

の
接
見
後
は
、
同
年
十
月
、
大
阪
で
病
臥
し
た
芭
蕉
を
迎
え
る
べ
く
北
野
に
養

生
所
を
用
意
す
る
な
ど
、
懇
切
な
振
舞
い
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ

の
風
国
が
芭
蕉
か
ら
「
泊
船
本
」
を
書
き
与
え
ら
れ
る
時
期
も
、
元
禄
七
年
間

五
月
二
十
二
日
の
嵯
峨
野
滞
在
以
後
、
芭
蕉
が
没
す
る
同
年
十
月
ま
で
と
限
定

さ
れ
る
。

ち
な
み
に
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
「
石
部
」
　
の
条
に
「
泊
船
本
」
固
有
の
二
句
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が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
が
、
そ
の
二
句
の
内
の
一
句
「
菜

畠
に
」
　
に
限
っ
て
は
、
初
出
が
元
禄
七
年
刊
『
其
便
』
（
泥
足
編
）
　
で
あ
り
、

収
録
の
経
過
は
、
同
書
巻
頭
の
芭
蕉
句
前
書
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

其
便
に
申
送
り
け
る

月
は
幻
任
庵
に
て

三
井
寺
の
門
た
ゝ
か
ば
や
け
ふ
の
月
　
　
芭
蕉

こ
の
前
書
に
い
う
「
其
便
」
は
、
句
集
の
編
集
を
思
い
立
っ
た
長
崎
通
い
の

商
人
「
泥
足
」
　
の
依
頼
を
受
け
て
、
京
都
滞
在
中
の
芭
蕉
が
「
三
井
寺
」
　
の
一

句
を
『
其
便
』
に
送
付
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
同
書
に
収
め
ら
れ
た
、
他
の

芭
蕉
句

嵯
峨
に
罷
り
て

清
流
や
狼
に
膵
な
き
夏
の
月

芭
蕉

深
河
大
橋
半
か
ゝ
り
け
る
比

初
雪
や
か
け
か
1
り
た
る
橋
の
上
芭
蕉

の
前
書
か
ら
も
、
京
・
江
戸
の
新
鮮
な
風
物
詩
を
伝
え
る
こ
と
で
泥
足
の
懇
請

に
応
え
ん
と
す
る
芭
蕉
の
配
慮
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
肝
心
の
「
菜
畠
に
」
の
句
の
収
鐙
箇
所
は
、
元
禄
七
年
秋
、
こ
の

泥
足
が
江
戸
か
ら
長
崎
へ
の
帰
途
、
大
阪
で
芭
蕉
等
と
一
座
し
た
句
会
の
記
鐙

の
末
尾
に
あ
り
、
そ
の
記
録
の
前
書
に
は
、
次
の
記
事
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

ち
り
l

′
ム
め
と
そ
h
ノ

此
集
を
鍾
ん
と
す
る
比
、
芭
蕉
の
翁
は
難
波
に
科
数
（
薮
）
し
玉
へ
る
と

む
さ
ば

閻
て
、
直
に
か
の
あ
た
り
を
訪
ふ
に
、
晴
々
卒
の
半
歌
仙
を
貪
り
、
畦
止

芋
の
七
種
の
恋
を
吟
じ
て
、
予
が
集
の
始
終
を
調
る
も
の
な
ら
し
。

（
其
便
、
ふ
り
仮
名
筆
者
）

す
な
わ
ち
、
元
禄
七
年
秋
、
句
集
編
集
に
目
途
を
付
け
た
泥
足
は
、
自
著
に

さ
ら
に
芭
蕉
の
句
を
収
め
る
べ
く
、
江
戸
か
ら
の
帰
途
、
大
阪
で
芭
蕉
の
句
会

に
参
加
し
、
そ
の
句
会
の
記
録
を
『
其
便
』
　
の
末
尾
に
収
録
し
た
も
の
と
み
え

る
。
し
か
も
そ
の
『
其
便
』
　
の
下
巻
、
巻
末
部
に
一
括
し
て
収
め
ら
れ
た
こ
れ

ら
の
連
句
並
び
に
芭
蕉
句
五
句
は
、
「
芹
焼
や
」
　
の
一
句
が
季
語
か
ら
見
て
前

年
冬
の
作
か
と
推
測
さ
れ
る
外
は
、
い
ず
れ
も
元
禄
七
年
の
作
で
あ
る
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
「
菜
畠
に
」
　
の
句
だ
け
が
貞
享
二
年
春
の
作
と
さ
れ
る
の
は
、
そ

れ
が
泊
船
木
『
野
ざ
ら
l
L
紀
行
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
泊
船
本
『
野
ざ

ら
し
紀
行
』
が
貞
享
三
年
六
月
以
前
の
作
と
推
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
根
拠
を
取
り
除
い
て
み
れ
ば
、
「
三
年
昔
の
風
雅
只
今
出
し

侯
半
は
跡
矢
を
射
ご
と
く
な
る
無
念
而
巳
に
侯
」
（
元
禄
三
年
十
二
月
、
句
空

宛
芭
蕉
書
簡
）
　
と
公
言
す
る
芭
蕉
が
泥
足
に
十
年
前
の
自
句
の
掲
載
を
勧
め
る

と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
こ
の
「
菜
良
に
」
　
の
初
出
が
元
禄
七
年
で
あ
る
こ
と
、

こ
れ
が
元
禄
七
年
九
月
二
十
八
日
の
句
会
の
記
録
の
末
尾
に
配
医
さ
れ
、
そ
の

翌
日
か
ら
芭
蕉
が
病
臥
し
そ
の
ま
ま
他
界
す
る
こ
と
、
こ
の
句
の
前
後
に
配
置

さ
れ
た
芭
蕉
の
句
が
み
な
元
禄
六
年
冬
か
ら
元
禄
七
年
秋
の
句
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
い
ず
れ
を
取
っ
て
も
、
「
菜
畠
に
」
を
貞
享
二
年
春
の
句
と
す
る
根
拠
に

（
注
1
3
）

乏
し
い
。
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逆
に
、
そ
の
元
禄
七
年
七
月
下
旬
、
伊
賀
上
野
の
西
麓
庵
滞
在
中
に
執
筆
さ

れ
た
伝
芭
蕉
筆
「
渋
笠
銘
」
と
そ
の
写
し
『
和
漢
文
挟
』
所
収
「
渋
笠
ノ
銘
」
、

同
じ
く
『
和
漢
文
挟
』
所
収
「
幻
住
庵
記
」
、
『
笈
の
小
文
』
諸
本
、
そ
し
て
泊

船
本
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
用
字
特
性
が
著
し
く
近
似
す
る
。
加
え
て
そ
の
元

禄
七
年
七
・
八
月
、
松
尾
芭
蕉
が
伊
賀
上
野
の
西
麓
庵
で
「
文
稿
十
二
霜
の
再

校
」
　
に
い
そ
し
ん
だ
と
い
う
各
務
支
考
の
証
言
も
あ
る
。
こ
の
上
に
、
「
菜
畠

に
」
　
の
句
の
初
出
が
元
禄
七
年
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
元
禄
七
年
九
月
二
十
八

日
の
句
会
の
記
録
の
末
尾
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
の
状
況
証
拠
が
加
わ
る

の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
証
言
に
関
連
し
て
、
さ
ら
に
想
起
す
べ
き
は
恐
ら
く
最
晩
年
の
芭

蕉
が
自
作
の
定
版
を
制
作
せ
ん
と
、
句
文
集
『
笈
の
小
文
』
　
の
編
集
に
と
り
か

か
っ
て
い
た
と
い
う
向
井
去
来
等
の
発
言
（
去
来
抄
）
　
で
あ
ろ
う
。
芭
蕉
と
の

談
話
の
肝
で
話
さ
れ
た
筈
の
そ
の
話
題
が
、
元
禄
四
年
九
月
末
、
江
戸
に
帰
っ

た
芭
蕉
か
ら
書
面
の
形
で
去
来
に
話
さ
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
「
定
て
、

草
稿
半
に
て
遷
化
ま
し
く
け
り
」
（
去
来
抄
）
　
と
い
う
去
来
の
言
葉
か
ら
し

て
、
そ
れ
は
最
晩
年
の
出
来
事
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
芭
蕉
が
ふ
た
た
び

上
京
す
る
元
禄
七
年
五
月
以
後
に
限
っ
て
、
両
者
の
面
談
の
時
期
を
探
れ
ば
、

そ
れ
は
元
禄
七
年
六
月
・
七
月
の
、
芭
蕉
の
京
都
・
大
津
滞
在
中
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
る
。
そ
の
時
期
な
ら
、
芭
蕉
が
去
来
に
『
お
く
の
ほ
そ
遺
』
の
書

写
を
許
す
な
ど
、
日
頃
懇
意
の
弟
子
達
に
作
品
を
分
与
し
て
こ
れ
ま
で
の
愛
顧

に
感
謝
す
る
時
期
に
当
た
る
。
芭
蕉
に
近
侍
し
、
来
客
と
の
応
対
に
勤
め
る
去

来
に
も
、
自
然
に
芭
蕉
没
後
の
句
文
の
散
逸
を
憂
う
る
気
持
ち
が
働
く
だ
ろ
う
。

ま
し
て
、
去
来
の
目
の
前
で
作
成
さ
れ
る
俳
文
が
、
客
の
教
養
に
応
じ
て
適
宜
、

字
句
を
選
び
、
結
構
を
修
正
し
て
作
成
さ
れ
る
実
情
を
見
れ
ば
、
二
人
の
話
題

は
自
然
、
「
定
版
」
　
の
作
成
に
向
か
う
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
近
畿
巡
礼
が
困
難

な
当
時
の
芭
蕉
の
体
力
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
「
定
版
」
　
の
作
成
に
は
、
『
幻

住
庵
記
』
に
お
け
る
去
来
自
身
の
よ
う
な
様
式
感
覚
に
恵
ま
れ
た
良
識
派
の
支

援
が
欠
か
せ
な
い
。

さ
ら
に
、
そ
の
時
期
な
ら
、
日
頃
懇
意
の
乙
州
親
子
に
『
笈
の
小
文
』
が
贈

与
さ
れ
る
こ
と
も
お
か
し
く
は
な
い
。
芭
蕉
と
智
月
（
乙
州
の
母
）
　
と
の
親
密

な
音
信
は
、
元
禄
三
年
（
あ
る
い
は
四
年
）
　
正
月
付
け
、
智
月
宛
芭
蕉
書
簡
以

後
、
芭
蕉
の
近
蟄
滞
在
中
、
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
る
出
来
事
で
あ
る
。
そ
の
書

簡
の
中
に
は
、
「
水
な
は
方
！
＼
へ
わ
け
て
送
り
、
さ
け
は
で
L
L
ゆ
に
ふ
る

ま
ひ
供
」
「
わ
れ
ら
ぢ
の
い
た
み
も
や
は
ら
ぎ
侯
」
「
く
す
り
も
た
せ
く
だ
さ
れ
、

恭
ぞ
ん
じ
候
。
」
「
か
み
こ
参
侯
よ
し
」
と
、
病
後
の
ね
ぎ
ら
い
、
医
薬
の
手
配
、

酒
食
の
贈
答
な
ど
、
智
月
の
心
遣
い
に
対
す
る
返
礼
の
言
葉
が
丁
寧
に
連
ね
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
路
通
編
『
芭
蕉
翁
行
状
記
』
所
収
の
、
乙
州
の
手
に
な
る

芭
蕉
追
悼
文
に
よ
れ
ば
、
元
禄
四
年
九
月
末
、
大
津
か
ら
江
戸
に
旅
立
つ
芭
蕉

は
、
死
後
の
形
見
と
し
て
智
月
に
「
幻
住
庵
記
」
　
の
一
冊
を
贈
与
し
た
と
い
う
。

加
え
て
、
そ
の
乙
州
本
『
笈
の
小
文
』
の
贈
与
と
前
後
し
て
、
芭
蕉
が
自
家

の
保
蔵
用
に
、
「
雲
英
本
」
「
大
磯
本
」
　
の
原
本
に
あ
た
る
『
笈
の
小
文
』
一
本

【
注
1
4
）

を
作
成
す
る
の
も
自
然
な
処
置
と
言
え
よ
う
。
自
家
用
に
使
う
保
蔵
版
の
用
意
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な
し
に
、
芭
蕉
が
『
笈
の
小
文
』
を
贈
与
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ

る
。
確
証
と
い
入
ノ
に
は
ほ
ど
遠
い
が
、
元
禄
七
年
八
月
十
四
日
、
月
見
の
た
め

に
わ
ざ
わ
ざ
大
津
か
ら
下
男
を
使
っ
て
伊
賀
上
野
に
届
け
ら
れ
た
智
月
の
進
物
、

南
蛮
酒
一
得
、
廷
二
十
、
菓
子
一
陣
は
、
元
禄
二
年
九
月
五
日
の
戸
田
如
水

（
大
垣
藩
家
老
格
）
　
の
引
き
出
物
に
も
匹
敵
し
、
い
つ
に
な
く
華
国
で
あ
る
。

六
　
結
　
論

以
上
、
取
り
ま
と
め
て
言
え
ば
、
泊
船
本
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
用
字
法
の

特
徴
は
、
急
増
す
る
六
種
十
五
字
の
仮
名
に
集
約
さ
れ
る
が
、
そ
の
十
五
字
の

う
ち
、
芭
蕉
自
身
の
用
字
と
見
ら
れ
る
五
種
十
三
字
の
仮
名
の
用
字
法
は
、
元

禄
七
年
前
後
の
芭
蕉
の
用
字
法
に
近
似
す
る
。

具
体
的
に
近
似
す
る
仮
名
は
、
け
（
介
・
遣
・
計
）
、
す
（
春
・
寸
・
須
）
、

の
（
乃
・
農
・
能
）
、
ほ
（
保
・
本
）
、
み
（
ミ
・
美
）
　
の
五
位
十
三
字
で
、
こ

れ
ら
の
仮
名
字
母
（
特
に
、
介
・
春
・
乃
・
保
‥
、
、
）
　
が
揃
っ
て
用
い
ら
れ
る

テ
キ
ス
ト
は
、
『
お
く
の
は
そ
道
』
以
前
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
主

要
字
母
が
掃
っ
て
用
い
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
、
元
禄
七
年
七
月
下
旬
、
伊
賀
上

野
滞
在
中
に
執
筆
さ
れ
た
伝
芭
蕉
筆
「
渋
笠
銘
」
と
『
和
漢
文
操
』
所
収
「
渋

笠
ノ
銘
」
、
同
じ
く
『
和
漢
文
操
』
所
収
「
幻
住
庵
記
」
、
『
笈
の
小
文
』
諸
本

（
乙
州
本
・
雲
英
本
・
大
磯
本
）
　
な
ど
、
芭
蕉
最
晩
年
の
テ
キ
ス
ト
に
限
ら
れ

る
。
加
え
て
、
そ
の
元
禄
七
年
七
・
八
月
、
伊
賀
上
野
に
滞
在
中
の
松
尾
芭
蕉

が
「
文
稿
十
二
題
の
再
校
」
　
に
い
そ
し
ん
だ
と
い
う
同
行
者
各
務
支
考
の
証
言

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
ら
主
要
字
母
を
共
有
す
る
泊
船
木
『
野
ざ
ら
し
紀

行
』
も
ま
た
、
．
そ
の
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
一
本
だ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の

判
断
は
「
泊
船
本
」
独
自
の
一
句
、
「
菜
畠
に
」
　
の
初
出
時
期
（
元
禄
七
年
秋
）

や
「
泊
船
本
」
　
の
編
者
、
伊
藤
凰
国
の
入
門
並
び
に
芭
蕉
と
の
面
談
の
時
期

（
元
禄
七
年
夏
）
　
と
も
一
致
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
実
が
示
唆
す
る
こ
と

は
、
元
禄
七
年
七
・
八
月
、
伊
賀
上
野
の
西
放
俺
滞
在
前
後
に
芭
蕉
の
手
で
再

校
さ
れ
た
作
品
群
が
存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

注
（
1
）
総
仮
名
数
に
占
め
る
集
中
字
母
（
一
仮
名
を
古
く
た
め
に
用
い
ら
れ
る
複
数
の
文

字
の
内
、
使
用
頻
度
が
八
五
％
以
上
を
占
め
る
も
の
）
　
の
比
率
を
、
集
約
率
と
い
え
ノ
。

詳
し
く
は
「
泊
船
木
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
表
記
特
性
」
（
『
国
文
学
致
』
聖
二
広

島
大
学
国
語
国
文
学
会
編
）
所
収
）
　
参
照
。

（
2
）
　
拙
稿
「
文
字
の
修
辞
学
－
『
野
ざ
ら
し
紀
行
西
巻
』
推
敲
の
一
側
面
－
」
　
（
『
三

重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
4
号
）
参
照
。

（
3
）
伊
藤
厚
東
「
萬
宝
木
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
　
の
表
記
特
性
」
　
（
平
成
六
年
十
月
、
俳

文
学
会
大
会
発
表
）
参
照
。

（
4
）
　
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
天
理
本
・
泊
船
木
・
孤
巨
木
・
画
巻
本
・
濁
子
清
書
画
巻
を

校
合
し
、
独
自
の
表
現
・
衷
記
を
抽
出
し
た
表
を
基
に
、
画
巻
本
・
泊
船
木
の
該
当

項
目
の
用
例
数
の
み
を
示
し
た
も
の
。
詳
し
く
は
「
泊
船
木
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
　
の

表
記
特
性
」
（
『
国
文
学
致
』
1
4
1
号
（
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
編
）
所
収
）
参
照
。

（
5
）
　
「
孤
民
本
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
表
記
特
性
」
（
『
俳
文
芸
』
4
2
号
）
参
照
。

（
6
）
　
こ
の
「
孤
良
木
」
　
の
年
記
を
奥
書
と
は
別
に
、
林
笠
が
こ
の
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』

を
筆
写
し
終
え
た
時
に
心
覚
え
に
記
入
し
た
も
の
と
見
る
意
見
も
あ
る
。
小
林
孔
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「
孤
良
木
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
奥
書
」
（
『
城
南
国
文
』
第
十
六
号
、
平
成
八
年
二

月
）

（
7
）
　
『
改
版
二
野
ざ
ら
し
紀
行
鹿
島
詣
』
（
弥
吉
菅
一
他
著
、
明
玄
霞
房
刊
）
　
の
諸
本

解
説
に
よ
る
。

（
8
〓
二
重
県
津
市
在
住
、
某
氏
蔵
。
茶
掛
け
一
軸
。
内
容
・
文
字
使
い
と
も
に
、
『
和

漢
文
操
』
所
収
「
渋
笠
ノ
銘
」
　
に
酷
似
す
る
。
こ
の
た
め
、
同
茶
掛
け
か
ら
、
「
渋

笠
ノ
銘
」
が
筆
写
さ
れ
た
も
の
か
と
推
糾
さ
れ
る
。
（
た
だ
し
、
同
茶
掛
け
自
体
も
、

其
坑
の
写
し
か
。
）

（
9
）
曽
良
木
の
『
雪
ま
ろ
げ
』
　
に
は
放
題
あ
り
、
周
徳
刊
『
ゆ
き
ま
る
げ
』
（
現
、
河

西
本
）
が
善
本
と
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
用
い
た
。
詳
し
く
は
、
以
下
の
論
文
を
参

照
。

・
「
雪
丸
げ
」
私
見
　
久
雷
哲
雄
（
『
俳
文
芸
』
創
刊
号
）

・
周
徳
自
筆
本
「
ゆ
き
ま
る
げ
」
1
翻
刻
　
久
富
哲
推
（
『
俳
文
芸
』
創
刊
号
、
昭

和
四
八
年
、
四
）

・
小
平
本
「
雪
団
打
」
書
誌
　
赤
羽
学
（
『
俳
文
芸
』
創
刊
号
）

・
芭
燕
の
俳
文
「
笠
は
り
」
　
の
成
立
過
程
　
赤
羽
学
（
『
俳
文
芸
』
　
二
号
、
昭
和
四

八
年
、
十
二
）

・
『
雪
ま
る
け
』
（
岡
山
大
学
国
文
学
資
料
葉
書
十
）
赤
羽
宇
宙
　
昭
和
五
一
年
、

四
　
福
武
書
店
刊
）

（
1
0
）
雷
山
葵
「
笠
の
記
」
解
説
（
『
芭
蕉
文
集
』
5
1
頁
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）
）
　
は
貞

享
前
期
の
成
立
と
考
え
て
い
る
。
『
芭
燕
俳
文
句
文
集
』
「
「
笠
は
り
二
」
解
説
」
　
（
赤

羽
学
他
編
、
清
水
弘
文
堂
刊
、
2
5
9
頁
）
で
は
只
事
五
年
の
成
立
と
推
定
し
て
い
る
。

ま
た
い
ず
れ
も
支
考
の
『
和
漢
文
操
』
「
渋
笠
ノ
銘
」
　
を
除
外
し
て
い
る
。

（
1
1
）
　
「
『
幻
住
庵
記
』
解
説
」
（
『
芭
蕉
全
図
譜
』
「
解
説
編
」
岩
波
書
店
刊
、
1
4
0
頁
）

（
望
　
「
『
幻
住
庵
記
』
解
説
〓
『
芭
蕉
全
図
譜
』
「
解
説
編
」
岩
波
書
店
刊
、
1
4
0
頁
）

（
1
3
）
　
こ
の
事
実
に
注
目
し
た
弥
曽
菅
一
氏
は
、
か
つ
て
こ
の
句
を
福
娘
老
凰
国
の
杜
撰

の
せ
い
で
混
入
し
た
句
と
解
し
て
い
た
が
、
「
孤
屋
本
」
が
紹
介
さ
れ
、
「
孤
良
木
」

に
こ
の
句
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
説
を
撤
回
し
、
当
初
か
ら
『
紀
行
』

に
記
載
さ
れ
て
い
た
句
と
解
し
て
い
る
。
『
芭
蕉
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
研
究
』

（
弥
書
菅
二
者
、
桜
楓
社
刊
）
8
2
4
頁
参
照
。

（
1
4
）
芭
蕉
が
何
故
、
定
稿
系
の
乙
州
本
『
笈
の
小
文
』
を
下
敷
き
に
せ
ず
、
再
柄
系
の

雲
英
本
・
大
磯
本
系
の
テ
キ
ス
ト
を
保
蔵
用
に
し
た
か
は
、
解
き
あ
か
す
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
『
幻
住
庵
記
』
に
つ
い
て
も
、
何
故
、
定
稿
系
の
本
文
を
下
敷
き
に
せ

ず
、
再
稿
系
の
本
文
を
下
敷
き
に
し
た
の
か
、
解
き
あ
か
す
必
要
が
あ
る
。
が
、
そ

れ
は
次
の
換
会
を
待
ち
た
い
。

－
　
は
ま
・
も
り
た
ろ
う
、
三
重
大
学
教
授
　
－




